
茂原市自治基本条例を考える市民の会 今後の進め方（その２） 

【策定の目的】 

 最終的な完成形をイメージした上で進めていく 

 条例策定の目的の確認 

 行政と市民に受け入れられる条例 

【現状の把握】 

【問題の洗い出し】 

【グループ分け】 

 「子育て・教育」「福祉」「環境・都市計画」など 3 つ程度のグループに分ける 

 「議会」「行政」「地域自治（コミュニティ）」などの分科会 

 テーマ別（条例項目）の分科会 

 章・編ごとに分科会 

 専門部会で具体的問題点を取り上げ、問題点を深める 

 分科会で検討した内容を全体会に報告 

【進め方】 

 個別案件を取り上げ、それを打開する方策・ルールを考える 

 市民の会で進行する 

 自治基本条例の基本的な項目ごとに話し合い 

 参考書の読書会 

 先進市の条例を参考にたたき台をつくる 

 市民の会と行政・関係者で実務的シミュレーション 

 市民の会の各委員が活性化のために何をしているか、何がしたいか 

【意見の収集】 
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